


開催日時︔2024年 11月 16日 12︓45～17:30 

なお、開会式に引き続き、13:00～13:50 までは日本ヘルニア学会教育セミナーのWeb視

聴を行います。本会は 14:00 からの予定です。 

会場︔梅田スカイビル Tower East 36階 スカイルーム 1（無料Wi-Fi あります） 

開催テーマ︔Concept and Consequence 

演題募集期間︔2024年 9月 2日～10月 26日 

当番世話人︔成田匡大(神戸市立医療センター中央市民病院 外科) 
 
要望演題 
 TAPPの固定、どうしてますか︖いる︖いらない︖何カ所︖ 

TEP では固定をしないことがガイドライン上推奨されています。TAPP も固定を推奨しないメタアナリシスが散見されます
が、強固なエビデンスがあるわけではありません。皆様の固定に関するこだわりをプレゼンください。このセッションはパネルディ
スカッション形式でも行う予定です（時間が許せばですが） 

 ロボット支援鼠径ヘルニア根治術の導入と手技のコツ 
保険適応にはなっていませんが、導入施設はじりじりと増えてきています。導入の苦労話や手技のコツなどを発表いただ
き、Discussion しましょう。 

 Lesson learned︔外科医は常に合併症から学ぶ 
鼠径ヘルニアで合併症を起こすことは稀ですが、一旦発症すると患者さんだけでなく主治医にとっても悪夢です。再発、
CPIP、感染、なんでもいいので皆様の経験を共有し、明日へのよりよい医療へ活かしましょう︕ 

 俺・私の推しメッシュ 
なんでみんなこれを使わないの︖こんなにお気に入りなのに︕自分の推しメッシュをアピールしてください。 

 おいおい、前方から手術しよーぜ︕ 
ラパロ︖いやいや、前方からでしょ︕決してなくなることのない前方からの鼠径ヘルニア根治術のお話しをしてください。 

 
一般演題 

ヘルニア関連であればなんでもいいです︕自由に発表してください 
 

関西ヘルニア研究会での発表は鼠径部ヘルニア修得医申請のクレジットになります︕ 
たくさんのご応募、お待ちしています! 
 
演題応募は 
① 発表者および共同演者氏名 
② 所属施設名 
③ 要望演題・一般演題の区分 
④ 演題名 
⑤ 200～300字程度の抄録 
をWord ファイルに記載の上、成田匡大宛て narinari@kuhp.kyoto-u.ac.jp にお送りください 

mailto:narinari@kuhp.kyoto-u.ac.jp


日本ヘルニア学会教育セミナーのご案内 
 

第 18回関西ヘルニア研究会の開会式に引き続き、13:00～13:50 までは日本ヘルニア学
会教育セミナーのWeb視聴を行います。 
 

[日本ヘルニア学会教育セミナー（鼠径部ヘルニア・ベーシック）] 
■Ⅰ-3腹腔鏡下手術 講師︓和田英俊先生 
■Ⅰ-4術後合併症 講師︓長浜雄志先生 

 

本セミナー（鼠径部ヘルニア・ベーシック）の受講希望者は、第 18回関西ヘルニア研究会の参加登

録に加えて別途教育セミナーの受講申し込みが必要となります。 

第 18回関西ヘルニア研究会にのみの参加者は受講できません。 

 

受講料は全４項目一括で 5,000円、申し込みは 3年間有効です。 

受講申し込み方法 

本学会 HP にアクセスし、HOME >会員のみなさま>学会主催教育セミナー

（https://jhs.gr.jp/jhs_educational_seminar.html）から指示に従い、受講を申し込むを 

クリックして開始する。 

◆ 登録内容の中の本学会会員番号は 2023年度以降の学会費請求書に記載されている新

規格の番号（212-からはじまるもの）を必ず記載してください。 

 

鼠径部ヘルニア修得医を取得するためには日本ヘルニア学会教育セミナーの受講が必須です！ 
 

https://jhs.gr.jp/jhs_educational_seminar.html

